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(57)【要約】
　本発明は、１人または複数人のオペレータの組のうち
の１人のログインと同時１つまたは複数の検体を分析す
るようにそれぞれ動作可能な１つまたは複数の医療分析
器の組を動作させる方法に関する。方法は、前記オペレ
ータの識別情報を検証するステップと、ログインしたオ
ペレータと関連付けられるパフォーマンス履歴データの
１つまたは複数の組を収集するステップであって、それ
ぞれの組が、前記１人または複数人のオペレータによっ
て動作するときの医療分析器の組のうちの１つの医療分
析器によって行われる動作上のタスクと関連付けられ、
パフォーマンス履歴データが、医療分析器を動作させる
１つまたは複数のパフォーマンス尺度を示す、収集する
ステップと、少なくとも収集されたパフォーマンス履歴
データから、１人または複数人のオペレータの１つまた
は複数のオペレータ選好または技能のレベルを示すオペ
レータ技能インジケータを決定するステップと、決定さ
れた１つまたは複数のオペレータ選好および／または技
能インジケータに応答して、医療分析器の組のうちの少
なくとも第１の医療分析器のユーザインターフェースの
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１人または複数人のオペレータの組のうちの１人のログインと同時に１つまたは複数の
検体(specimens)を分析するようにそれぞれ動作可能な１つまたは複数の医療分析器(medi
cal analyzers)の組を動作させる方法であって、
－　前記オペレータの識別情報を検証する(verifying)ステップと、
－　前記ログインしたオペレータと関連付けられるパフォーマンス履歴データの１つまた
は複数の組を収集するステップであって、それぞれの組が、前記１人または複数人のオペ
レータによって動作するときの医療分析器の前記組のうちの１つの医療分析器によって行
われる動作上のタスクと関連付けられ、前記動作上のタスクが、１つまたは複数の検体の
分析および／あるいは保守タスクを含み、前記パフォーマンス履歴データが、前記医療分
析器を動作させる１つまたは複数のパフォーマンス尺度(measures)を示す、収集するステ
ップと、
－　少なくとも前記収集されたパフォーマンス履歴データから、前記１人または複数人の
オペレータの技能(proficiency)のレベルを示す、１つまたは複数のオペレータ選好(pref
erences)および／またはオペレータ技能(proficiency)インジケータを決定するステップ
と、
－　前記決定された１つまたは複数のオペレータ選好および／または技能インジケータに
応答して、医療分析器の前記組のうちの少なくとも第１の医療分析器のユーザインターフ
ェースの１つまたは複数の要素を、前記第１の医療分析器が前記オペレータによって動作
するときに、自動的に適合させるステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数の医療分析器のそれぞれと通信可能なように接続されたデータ処理
システムによって、パフォーマンス履歴データの前記収集された１つまたは複数の組を記
憶するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１つまたは複数の医療分析器の前記組のうちの少なくとも１つの医療分析器が、体液の
サンプルを分析するための分析器である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　パフォーマンス履歴データの前記１つまたは複数の組のうちの少なくとも１つのパフォ
ーマンス履歴データが、
－　１つまたは複数のエラーコード、ならびに／あるいは
－　検体の前記分析の結果を示す１つまたは複数の品質パラメータ、ならびに／あるいは
－　前記検体を前記医療分析器と接触させるのに先立って検体準備ステップの品質を示す
パフォーマンスデータ、ならびに／あるいは
－　１つまたは複数の所定のステップを行う前記１人または複数人のオペレータによって
費やされる時間を示すタイミング情報、ならびに／あるいは
－　前記医療分析器を動作させるときの前記オペレータによって行われるステップの指示
および／または順序、ならびに／あるいは
－　前記オペレータのプロファイルデータ、ならびに／あるいは
－　前記オペレータによる前記動作上のタスクの以前のパフォーマンスからの経過時間、
－　前記オペレータによる前記動作タスクを行う頻度
を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　１つまたは複数の技能インジケータを決定するステップが、前記収集されたパフォーマ
ンス履歴データを１つまたは複数の参照基準(reference criteria)と比較するステップ、
および前記比較に応答して、技能レベルの組からある技能レベルを選定するステップを含
む、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
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　１つまたは複数の技能インジケータを決定するステップが、前記医療分析器の前記動作
において１つまたは複数の可能性のある動作上の不備を識別するように、前記パフォーマ
ンス履歴データを処理するステップを含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項７】
　複数の医療分析器と関連付けられるパフォーマンス履歴データを収集するステップを含
み、決定するステップが、前記複数の医療分析器から収集されるパフォーマンス履歴デー
タから、前記１人または複数人のオペレータの１つまたは複数の技能インジケータおよび
／もしくはオペレータ選好を決定するステップを含む、請求項１から６のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザインターフェースが、前記医療分析器によって行われるオペレータ制御可能
なタスクの１つまたは複数のステップと関連付けられる各ユーザインターフェース要素を
表示するように適合されたグラフィカルユーザインターフェースを含み、前記グラフィカ
ルユーザインターフェースを適合させることが、前記オペレータ制御可能なタスクについ
て表示されるユーザインターフェース要素の数を適合させることを含む、請求項１から７
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザインターフェースが、前記医療分析器によって行われるオペレータ制御可能
なタスクの１つまたは複数のステップと関連付けられる各ユーザインターフェース要素を
表示するように適合されたグラフィカルユーザインターフェースを含み、前記ユーザイン
ターフェースを適合させることが、前記オペレータ制御可能なタスクについて表示される
前記ユーザインターフェース要素のうちの１つまたは複数の視覚的特性を適合させること
を含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ユーザインターフェースが、所定の速度において少なくとも１つのユーザインター
フェースアクションを行うように動作可能であり、前記ユーザインターフェースを適合さ
せることが、前記速度を選定することを含む、請求項１から９のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記ユーザインターフェースが、ユーザインターフェースアクションのシーケンスを行
うように動作可能であり、前記ユーザインターフェースを適合させることが、前記ユーザ
インターフェースアクションのタイミングを互いに対して適合させることを含む、請求項
１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザインターフェースを適合させることが、前記１人または複数人のオペレータ
に対して提示すべき１つまたは複数のトレーニング提示(presentations)を選定すること
を含む、請求項１から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザインターフェースの前記１つまたは複数の要素を適合させることが、１つまたは
複数の医療分析器の前記組のうちの１つの医療分析器のオペレータのオペレータ識別情報
を受け取ることと、前記受け取ったオペレータ識別情報ならびに前記決定された１つまた
は複数の技能インジケータおよび／もしくはオペレータ選好に応答して、ユーザインター
フェースの前記１つまたは複数の要素を適合させることとを含む、請求項１から１２のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　ユーザインターフェースの前記１つまたは複数の要素を適合させることが、前記分析器
の場所および現在時刻のうちの少なくとも一方に応答して、ユーザインターフェースの前
記１つまたは複数の要素を適合させることを含む、請求項１から１３のいずれか一項に記
載の方法。
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【請求項１５】
　ユーザインターフェースの前記１つまたは複数の要素を適合させることが、前記医療分
析器の１つまたは複数の機能をディスエーブルにすることを含む、請求項１から１４のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　ユーザインターフェースの前記１つまたは複数の要素を適合させることが、いくつかの
利用可能な技能レベルからある技能レベルを選定することを含み、それぞれの技能レベル
が、前記それぞれの技能レベルと関連付けられるユーザインターフェースタイプを有する
、請求項１から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　検体を分析するための医療分析器であって、請求項１から１６のいずれか一項に記載の
方法を行うように構成されている、医療分析器。
【請求項１８】
　複数の医療分析器と、データ処理装置とを含むシステムであって、請求項１から１６の
いずれか一項に記載の方法を行うように適合されている、システム。
【請求項１９】
　プログラムコード手段を含むコンピュータプログラム製品であって、前記プログラムコ
ード手段は、データ処理システムに、前記プログラムコード手段が前記データ処理システ
ムによって実行されるとき、請求項１から１６のいずれか一項に記載の方法を行わせるよ
うに適合されている、コンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書において開示される方法、製品手段、システム、および分析器の実施形態は、
検体を分析するための医療分析器、詳細には、臨床、ポイントオブケア（ｐｏｉｎｔ－ｏ
ｆ－ｃａｒｅ：ＰＯＣ）、または実験室環境において使用するためのマルチオペレータ分
析器の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　臨床分析の分野の範囲においては、臨床要員が、検査結果、および／もしくは測定結果
を取得すること、または別の形で、体液のサンプルなどの検体を分析することを可能にす
る幅広い多様な電子医療分析器が知られている。これらの分析は、たとえば、全血、血清
、血漿、および尿の個々のサンプル、組織サンプル、または患者から得られる他のタイプ
のサンプルにおけるインビトロ測定を含む。さらには、分析は、たとえば、酸素分圧（ｐ
ａｒｔｉａｌ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ　ｏｆ　ｏｘｙｇｅｎ：ｐＯ２）および／または二酸化
炭素分圧（ｐａｒｔｉａｌ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ　ｏｆ　ｃａｒｂｏｎ　ｄｉｏｘｉｄｅ：
ｐＣＯ２）の経皮的測定、ならびにまたパルスオキシメトリ測定などのサンプルストリー
ムにおけるインビボ測定を含む。一般には、医療分析器は、検体に対して、たとえば、個
々のサンプルまたはサンプルストリームに対して、化学的、光学的、物理的、または類似
の分析を実施するデバイスである。そのような医療分析器は、患者の生理学的パラメータ
の測定など、様々な形態の臨床検査および／または分析を行うための分析器を含む。
【０００３】
　最新の臨床環境においては、医療分析器が広く使用され、検査を中央の実験室から実際
のポイントオブケア（ＰＯＣ）へとますます移動させる傾向がある。いくつかの利点がた
とえこれにあったとしても、それにはまたいくつかの課題も伴う。たとえば、ＰＯＣ医療
分析器が動作する動作環境は、たとえば、デバイスを動作させる要員を管理するという観
点において、中央の実験室の環境ほどには管理することができない。さらには、いずれの
医療分析器も、一日の経過中に、幾人かの異なるオペレータによって動作する場合もある
。オペレータのうちの一部は、経験があり、デバイスを定期的に動作させ得る一方、他の
オペレータは、医療分析器をそれほど頻繁に使用しない場合がある。
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【０００４】
　一般には、これらの分析器の測定結果または他の出力の品質を確保することが望ましい
。同時に、任意のそのような分析器は、分析器により個々のオペレータによって費やされ
るいずれの不必要な時間をも抑えるようにできる限り効率的に動作可能であるべきである
。
【０００５】
　米国特許出願公開第２０１３／００２４２４７号は、分析器およびホストシステムを含
む分析システムを開示している。この分析器は、分析器を動作させるオペレータがトレー
ニングを完了しているかどうかについての確認を要求する。オペレータがトレーニングを
完了していない場合、分析器は、サンプルの測定ができないようにする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、上記従来技術システムは、未トレーニングのオペレータに分析器を動作さ
せることができないようにし得るが、所要のトレーニングを行ったオペレータによって動
作するときでも、分析器の動作の品質および／または効率を高めることが依然として望ま
れている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本明細書においては、１人または複数人のオペレータの組のうちの１人のログインと同
時に１つまたは複数の検体を分析するようにそれぞれ動作可能な１つまたは複数の医療分
析器の組を動作させる方法の実施形態が開示され、この方法は、
－　前記オペレータの識別情報を検証するステップと、－　ログインしたオペレータと関
連付けられるパフォーマンス履歴データの１つまたは複数の組を収集するステップであっ
て、それぞれの組が、前記１人または複数人のオペレータによって動作するときの医療分
析器の組のうちの１つの医療分析器によって行われる動作上のタスクと関連付けられ、動
作上のタスクが、１つまたは複数の検体の分析および／あるいは保守タスクを含み、パフ
ォーマンス履歴データが、医療分析器を動作させる１つまたは複数のパフォーマンス尺度
を示す、収集するステップと、
－　少なくとも収集されたパフォーマンス履歴データから、１人または複数人のオペレー
タの１つまたは複数のオペレータ選好および／または技能のレベルを示す技能インジケー
タを決定するステップと、
－　決定された１つまたは複数のオペレータ選好および／または技能インジケータに応答
して、医療分析器の組のうちの少なくとも第１の医療分析器のユーザインターフェースの
１つまたは複数の要素を、前記第１の医療分析器が前記オペレータによって動作するとき
に、自動的に適合させるステップと
を含む。
【０００８】
　その結果として、本明細書において開示される方法の実施形態は、医療分析器の、オペ
レータまたはオペレータグループの選好もしくは技能のレベルを決定し、決定された技能
インジケータおよび／またはオペレータ選好に基づいて、医療分析器のユーザインターフ
ェースの１つまたは複数の要素を適合させる。技能インジケータおよび／またはオペレー
タ選好の決定は、同じオペレータまたはオペレータグループによって動作するときの医療
分析器の（もしくは、同じクリニック、敷地、または他の実体内の他の類似する医療分析
器の）収集されたパフォーマンスデータに基づく。たとえば、オペレータが分析器にログ
オンする、または別の形で分析器をアクティブ化するとき、オペレータ履歴は、したがっ
て、自動的に評価され得、または以前の評価の結果が取得され得る。その結果として、以
前、一貫して優れた結果を伴って分析器を使用したことがある経験のあるオペレータには
、ほとんど案内を提供せず、分析器のより速い動作を可能にするユーザインターフェース
が提示され得る一方、未経験のオペレータ、または以前、不十分な結果を伴って医療分析



(6) JP 2016-537627 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

器を動作させたことがあるオペレータには、高レベルの案内を提供するユーザインターフ
ェースが提示され得る。ユーザインターフェースが、オペレータの実際の使用履歴からの
オペレータの技能度の決定に基づくとき、オペレータには、カスタマイズされたユーザイ
ンターフェースが自動的に提示されて、経験のあるオペレータには効率的な動作を確保し
ながら、ほとんど経験のないオペレータにさえも高品質な分析結果を容易にする。
【０００９】
　したがって、本明細書に開示される方法の実施形態は、結果的には、相対的に短い平均
プロセス時間を維持しながら、エラーがより少なく、サンプル準備の改善された品質をも
たらすことになる。
【００１０】
　動作上のタスクは、１つまたは複数の検体の分析、ならびに／あるいは部品、消耗品な
どを洗浄する、交換する、および／または追加するなどの保守タスクを含むことができる
。技能レベルを決定するための種々の基準が、種々のタイプのタスクのために使用され得
ることは認識されよう。同様に、種々の動作上のタスクのための技能インジケータの決定
は、種々のパフォーマンス履歴データに基づくことができる。動作上のタスクは、１つま
たは複数のステップを含むことができる。
【００１１】
　いくつかの実施形態においては、方法は、１つまたは複数の医療分析器のそれぞれと通
信可能なように接続されたデータ処理システムによって、パフォーマンス履歴データの収
集された１つまたは複数の組を記憶するステップをさらに含む。これにより、固有のオペ
レータまたはオペレータグループと（たとえば、所定のオペレータサブグループ、または
すべてのオペレータとさえも）関連付けられるパフォーマンス履歴データを、多数の分析
器、たとえば同じタイプの多数の分析器から収集することが可能になる。オペレータの技
能インジケータおよび／またはオペレータ選好の決定は、したがって、所与のタイプまた
はグループのすべての分析器におけるオペレータのパフォーマンス履歴に基づくことがで
き、したがって、結果的には、オペレータの技能インジケータおよび／またはオペレータ
選好のより正確な結果がもたらされることになる。概して、いくつかの実施形態において
は、方法は、複数の医療分析器と関連付けられるパフォーマンス履歴データを収集するス
テップを含み、前記複数の医療分析器から収集されるパフォーマンス履歴データから、１
人または複数人のオペレータの１つまたは複数の技能インジケータおよび／もしくはオペ
レータ選好が決定される。たとえば、経験のあるオペレータは、通常は、クリニック内の
特定の分析器を動作させ、同じタイプではあるが、クリニック内の異なる位置に置かれて
いる異なる分析器を使用することはほんのまれにしかない場合がある。すべての分析器に
ついてオペレータのパフォーマンス履歴を中央に記憶すると、使用頻度の低い分析器は、
たとえこの特定の分析器をオペレータが初めて使用する場合であっても、上級のオペレー
タについてのオペレータインターフェースを経験のあるオペレータに提示することが可能
になる。
【００１２】
　パフォーマンス履歴データは、固有のオペレータによって動作するときの固有の医療分
析器または固有のタイプの医療分析器のパフォーマンスを示す任意の適切なタイプのデー
タを含むことができ、データは、個々の分析器によっておよび／または中央処理システム
によって収集可能である。パフォーマンス履歴データの例は、以下を含むことができる：
－　医療分析器によって生成される１つまたは複数のエラーコードであり、このデータは
、たとえば、特定のエラーコードの発生頻度を評価するのに使用され得る。
－　検体の分析の結果を示す１つまたは複数の品質パラメータであり、たとえば、いくつ
かの分析器は、行われた測定の推定される精度を示す信頼レベルまたはエラー範囲を生成
することができ、代替としてまたは加えて、いくつかの分析器は、動作上のタスクの１つ
または複数のステップ、たとえば、実際の測定に先立って行われるサンプル準備ステップ
のエラーあるいは不備を検出する能力をもつことができる。
－　検体を医療分析器と接触させるのに先立って検体準備ステップの品質を示すパフォー



(7) JP 2016-537627 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

マンスデータであり、たとえば、いくつかの分析器は、不適当な保管など（たとえば、不
適当な温度において、もしくは別の形で不適当な条件下で、および／または長過ぎるもし
くは短過ぎる時間期間の間など）、サンプルの準備におけるエラーまたは不備の可能性を
検出する能力をもつことができる。
－　１つまたは複数の所定のタスクを行うのに１人または複数人のオペレータによって費
やされる時間を示すタイミング情報であり、この目的を達成するために、医療分析器は、
タスクおよび／またはタスクの個々のステップの開始と終了との間の経過時間を決定する
ように動作可能なタイマを含むことができる。
－　医療分析器を動作させるときのオペレータによって行われるステップの指示および／
または順序。
－　オペレータのプロファイルデータ、たとえば、オペレータが何のトレーニングを受け
てきたかについての識別情報、直近のトレーニングからの時間など。
－　オペレータによる動作上のタスクの実行の頻度の尺度、たとえば、前記オペレータに
よる動作上のタスクの以前のパフォーマンスからの経過時間、および／または固有の時間
期間におけるオペレータによる動作上のタスクのパフォーマンスの回数など。
【００１３】
　技能インジケータの決定は、所定のルールまたは関数の組に基づいて行われてよく、そ
れにより、医療分析器または他の処理システムは、パフォーマンス履歴データから技能イ
ンジケータを決定することが可能になる。複数の適切なルールまたはマッピングが規定さ
れ得ることは認識されよう。たとえば、いくつかの実施形態においては、１つまたは複数
の技能インジケータを決定するステップは、収集されたパフォーマンス履歴データを１つ
または複数の参照基準と比較するステップ、および前記比較に応答して、技能レベルの組
からある技能レベルを選定するステップを含む。固有の例においては、パフォーマンス履
歴データは、所定の時間間隔中にオペレータによって行われる所与の動作上のタスク中の
医療分析器によって生成される固有のタイプのエラーコードの数、およびオペレータが前
記時間間隔中に前記動作上のタスクを行った総回数を含むことができる。したがって、そ
のプロセスは、エラーコードの発生頻度をコンピュータ計算し、コンピュータ計算された
頻度を１つまたは複数の所定の閾値頻度と比較し、比較に基づいて技能レベルを決定する
ことができる。参照基準は、絶対基準または、たとえば、すべてのオペレータおよびすべ
ての分析器にわたって（たとえば、同じ病室、病棟、もしくは同じ敷地におけるすべての
分析器、または特定の型式もしくはモデルのすべての分析器について大域的にすら）、な
らびに／または一日の時間もしくは一週間の時間などの固有の時間期間中の、固有のエラ
ーの全頻度に比較されるオペレータピアグループに対する相対基準とすることができる。
【００１４】
　いくつかの実施形態においては、１つまたは複数の技能インジケータを決定するステッ
プは、医療分析器の動作において１つまたは複数の可能性のある動作上の不備を識別する
ように、パフォーマンス履歴データを処理するステップを含む。たとえば、いくつかの状
況においては、特定のエラーコード、エラーコードの組合せ、および／または他の収集さ
れたデータは、医療分析器または別のデータ処理システムが、エラーの可能性のある原因
を決定することを可能にし得る。たとえば、特定のエラーコード、またはエラーコードの
組合せ、あるいは特定の測定結果が、サンプルを準備する際の特定の不備に典型的である
ことが知られている場合がある。
【００１５】
　選好および／またはパフォーマンスインジケータの決定は、オペレータによって分析器
のアクティブ化に応答して行われ得る。代替として、決定は、オペレータがタスクを完了
する度に行われ得る。さらなる代替として、決定は、規則的な時間間隔において、たとえ
ば、一日に一度、または一週間に一度、行われ得る。
【００１６】
　ユーザインターフェースが、オペレータの固有の技能レベルまたは選好に対応するよう
に、多様なやり方で適合または修正され得ることは認識されよう。概して、ユーザインタ
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ーフェースは、グラフィカルユーザインターフェース、および／もしくは別の形の可視ユ
ーザインターフェース、ならびに／または可聴ユーザインターフェース、ならびに／ある
いは物理的インターフェースを含むことができる。可視ユーザインターフェースの例は、
たとえば、種々の色、明滅パターンなどで選択的に照明され得る、分析器および／または
ＬＥＤの照明される一部を含むことができる。この場合、物理的ユーザインターフェース
という用語は、オペレータが、医療分析器を物理的に操作する、および／もしくは分析器
に対して検体を操作することを可能にする分析器の要素ならびに／または機能を示すよう
に意図されている。そのような物理的操作の例は、分析器の可動部のオペレータ動作また
はオペレータ起動の移動、検体、被分析物、液体、センサユニットもしくはその一部など
の交換部品の分析器内への、分析器からの、または分析器に対する挿入、配置、除去、あ
るいは再配置、撹拌、混合、加熱、冷却、ろ過、および／もしくは吸引などの医療分析器
による検体のオペレータ支援の処理または操作を含むことができる。したがって、物理的
ユーザインターフェースは、可動部の移動を行うように、および／または分析器の可動部
のオペレータ動作もしくはオペレータ起動の移動を可能にするように動作可能な要素を含
むことができる。たとえば、分析器は、オペレータがサンプルを挿入することを可能にす
るインレットを開放または閉鎖することができ、分析器は、可動部をロック解除すること
、ロックすること、および／または別の形で可動部が選択的に動作することができる、も
しくはできないようにすることなどができる。
【００１７】
　いくつかの実施形態においては、ユーザインターフェースは、医療分析器によって行わ
れるオペレータ制御可能なタスクもしくはワークフローの１つまたは複数のステップとそ
れぞれ関連付けられる各ユーザインターフェース要素を表示するように適合されたグラフ
ィカルユーザインターフェースを含み、ユーザインターフェースを適合させることは、前
記オペレータ制御可能なタスクについて表示されるユーザインターフェース要素の数を適
合させることを含む。たとえば、技能レベルの高いオペレータには、技能レベルの低いオ
ペレータよりも少ないユーザインターフェース要素が提示され得る。技能レベルの低いオ
ペレータの場合、ユーザインターフェースは、行うべきサブステップの順序および／また
は性質に応じて、より多くの案内を提供するように、より多数のサブステップにタスクを
分割することができる。
【００１８】
　いくつかの実施形態においては、ユーザインターフェースは、医療分析器によって行わ
れるオペレータ制御可能なタスクの１つまたは複数のステップと関連付けられる各ユーザ
インターフェース要素を表示するように適合されたグラフィカルユーザインターフェース
を含み、ここでは、ユーザインターフェースを適合させることは、前記オペレータ制御可
能なタスクについて表示されるユーザインターフェース要素のうちの１つまたは複数の視
覚的特性を適合させることを含む。視覚的特性の例は、ボタン、視覚的インジケータ、テ
キスト入力フィールド、メッセージなどのユーザインターフェース要素の形状、色、およ
び／または大きさを含むことができる。視覚的特性の他の例は、明滅、点滅、または他の
視覚的効果とすることができる。さらなる他の視覚的特性は、たとえば、種々のレベルの
詳細において案内を提供するように、説明、アニメーション、画像、ビデオなどの内容を
含むことができる。
【００１９】
　いくつかの実施形態においては、ユーザインターフェースは、所定の速度において少な
くとも１つのユーザインターフェースアクションを行うように動作可能であり、ここでは
、ユーザインターフェースを適合させることは、前記速度を選定することを含む。たとえ
ば、ユーザインターフェースアクションは、グラフィカルユーザインターフェースのアク
ション、たとえば、ビデオ、アニメーションの提示、テキストのスクローリング、種々の
インジケータの連続表示などとすることができる。ユーザインターフェースアクションの
他の例は、コンパートメントまたはインレットの自動閉鎖、サンプル受取りユニットから
測定ユニットへのサンプルの自動移動などの物理的移動を含むことができる。より緩慢な
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移動は、混乱を生じさせることがより少なくなり、未経験のオペレータが移動を妨げるリ
スクを抑えることができる。同様に、いくつかの実施形態においては、ユーザインターフ
ェースのタイミングを適合させることが、ある実施形態を含むことができ、ここでは、ユ
ーザインターフェースは、ユーザインターフェースアクションのシーケンスを行うように
動作可能であり、ユーザインターフェースを適合させることは、前記ユーザインターフェ
ースアクションのタイミングを互いに対して適合させることを含む。たとえば、未経験の
オペレータには、ステップ間のより長い中断が提示され得、または特定のステップは、他
のステップなどと比較して長さが延長されることになる。
【００２０】
　ユーザインターフェースを適合させることが、１人または複数人のオペレータに対して
医療分析器によって提示すべき１つまたは複数のトレーニング提示を選定することを含む
とき、オペレータには、オペレータのパフォーマンス履歴に合致するトレーニングセッシ
ョンが選択的に提示され得る。たとえば、トレーニングセッションは、頻繁に生じるエラ
ーコードなどに基づいて選定され得る。たとえば、オペレータが分析器にログオンした後
、オペレータ履歴が評価され得、評価に基づいて、適したトレーニングが、必要と見なさ
れる場合にアクティブ化される。トレーニングは、医療分析器において直接、表示される
ビデオ、アニメーション、命令などの形態であってよい。たとえば、血液ガス分析器の文
脈においては、まれな／新しいオペレータは、分析前段階において、ならびに血液サンプ
ルの吸引においては、よりエラーを起こしやすい傾向があり、一部のオペレータは、全体
的に、よりエラーを起こしやすい傾向がある。最もエラーを起こしやすいそれらのオペレ
ータにトレーニングを選択的に提供することによって、経験のあるオペレータの不必要な
トレーニングを避けると同時に、エラーの数は制限され得る。
【００２１】
　いくつかの実施形態においては、適合させることは、医療分析器のオペレータのオペレ
ータ識別情報を受け取ること、および受け取ったオペレータ識別情報および決定された１
つまたは複数の技能インジケータに応答して、ユーザインターフェースを適合させること
を含む。したがって、ユーザインターフェースの適合は、固有のオペレータの固有のパフ
ォーマンス履歴に基づくことができる。代替としてまたは加えて、ユーザインターフェー
スの適合は、オペレータグループのパフォーマンス履歴またはすべてのオペレータのパフ
ォーマンス履歴にさえも基づくことができる。たとえば、いくつかの実施形態においては
、ユーザインターフェースの適合は、分析器が置かれている場所（たとえば、病院内のい
ずれかの病室）など、１つまたは複数の分析器固有の基準にさらに基づくことができる。
同様に、選好および／または技能インジケータの決定は、分析器基準を満たす分析器また
は複数の分析器、たとえば、病院の固有の病室におけるすべての分析器の個々のオペレー
タ、オペレータグループ、またはさらにはすべてのオペレータについての収集された入力
に基づいて行われ得る。適合および／またはデータ収集がすべてのオペレータについて大
域的に行われる場合、オペレータ登録／認証は要求されない場合があることは理解されよ
う。
【００２２】
　いくつかの実施形態においては、ユーザインターフェースの要素の適合は、さらには、
時間依存性、たとえば、一日の時間、または一週間の時間に依存し得る。たとえば、夜間
のシフトまたは週末の間に、またはシフトの開始時もしくは終了時に、ユーザインターフ
ェースは、変更され得る。
【００２３】
　ユーザインターフェースを適合させることは、医療分析器の１つまたは複数の機能を、
たとえば、ユーザインターフェースの対応する要素をディスエーブルにすることによって
ディスエーブルにすることを含むことができる。たとえば、特定の機能、たとえば、特定
の保守機能、または特定のパラメータもしくは特定のタイプの検体の測定は、オペレータ
のパフォーマンス履歴に基づいて選択的にディスエーブルにされ得る。ディスエーブルに
することは、たとえば、スーパーオペレータによって、または所定のイベント、たとえば
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、オペレータが対応するトレーニングセッションを行うことに基づいて、取消しまたは無
効にされ得る。トレーニングは、たとえば、分析器において、および／または外部システ
ムにおいて行われ得る。いずれの場合も、トレーニングを行う、または促進するシステム
は、トレーニングの完了を分析器にまたは中央処理システムに戻して報告することができ
る。
【００２４】
　いくつかの実施形態においては、適合させることは、いくつかの利用可能な技能レベル
からある技能レベルを選定することを含み、それぞれの技能レベルは、それと関連付けら
れるユーザインターフェースタイプを有する。他の実施形態においては、方法は、たとえ
ば、各エラーコードと関連付けられる多数の技能インジケータを伴う場合があり、ユーザ
インターフェースの個々の部分または要素は、種々の技能インジケータのうちの各インジ
ケータに基づいて適合可能であり、したがって、個々のオペレータの固有のニーズに対し
てユーザインターフェースのきめの細かい適合が促進される。
【００２５】
　オペレータ選好のインジケータはまた、検出されたオペレータの振舞いに基づいて決定
され得、決定されたオペレータ選好は、結果的には、分析器のユーザインターフェースの
要素変更をもたらすことができる。これは、たとえば、個々のオペレータまたはオペレー
タグループによって最もよく使用される設定／設置を反映するための、初期設定または測
定設置の変更を含むことができる。
【００２６】
　本発明は、上に説明されたならびに以下における方法、対応する装置、システム、およ
び製品を含む種々の態様に関し、それぞれが、上に言及された方法および／または他の態
様のうちの１つと関係して説明される便益および利点のうちの１つまたは複数を生み出す
とともに、それぞれが、上に言及された方法および／または他の態様のうちの１つと関係
して説明される実施形態に対応する１つまたは複数の実施形態を有する。
【００２７】
　具体的には、本明細書においては、検体を分析するための、ならびに上におよび以下に
説明された方法の実施形態を行うように適合された医療分析器の実施形態が開示される。
　さらには、本明細書においては、本明細書に説明されるデータ処理システムと１つまた
は複数の医療分析器とを含むシステムの実施形態が開示される。医療分析器という用語は
、データ処理のための処理手段と、検査データを取得する、生理的パラメータの測定を行
う、医薬品の検出されたタイプおよび／または用量を取得するなどのための分析器など、
検体を分析するための分析器ユニットとを含む任意の装置を含むように意図されている。
概して、医療分析器の実施形態は、臨床検査および／もしくは分析を行うための臨床計器
、薬物分注分析器、ならびに／または臨床使用向けの別の医療分析器を含むことができる
。いくつかの実施形態においては、医療分析器は、全血、血漿、血清、尿、胸膜、経皮的
な気体、または呼気などの体液のサンプルを分析するための分析器である。分析器の諸実
施形態は、個々の検体を分析すること、またはたとえば、検体の継続的な流れまたはスト
リームに基づいて、継続的なモニタリングを行うことができる。
【００２８】
　医療分析器の諸実施形態は、たとえば、ハードディスク、光ディスク、コンパクトディ
スク、ＤＶＤ、メモリスティック、メモリカード、ＥＰＲＯＭ、および／またはフラッシ
ュディスクなどの記憶媒体をさらに含むことができる。医療分析器のいくつかの実施形態
は、グラフィカルユーザインターフェースを提示するためのディスプレイおよび／または
可聴ユーザインターフェースを提供するための回路部、あるいは検体を受け取るための分
析器および／またはオペレータ支援の検体の準備もしくは処理のための分析器などの物理
的ユーザインターフェースを提供するための回路部または分析器などのユーザインターフ
ェースをさらに含む。
【００２９】
　分析器のいくつかの実施形態が、単一の筐体内などの単一の分析器内に収容されるユー
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ザインターフェース、処理手段、および分析器ユニットを含むことができることは認識さ
れよう。他の実施形態においては、分析器の種々の構成要素は、種々の実体または分析器
にわたって分散され得る。たとえば、いくつかの実施形態においては、分析器は、分析器
ユニット、および任意選択で、ユーザインターフェースを含む第１のデバイスを含むこと
ができる。第１のデバイスは、第２のデバイスに、たとえば、処理手段を含むコンピュー
タまたは他のデータ処理システムに通信可能なように接続することができ得る。いくつか
の実施形態においては、ユーザインターフェースの少なくとも一部は、別個のデバイス、
たとえば、オペレータによって携帯され、分析器ユニットおよび／または処理手段と通信
可能なように接続することができるハンドヘルドデバイスによって提供され得る。ハンド
ヘルドデバイスは、適切なアプリケーションを実行する、たとえば、スマートフォン、タ
ブレット、ポータブルコンピュータ、またはモバイルフォンなどとすることができる。
【００３０】
　本明細書に説明される方法の機能は、ソフトウェアの中で実装され、データ処理システ
ム、またはコンピュータ実行可能命令などのプログラムコード手段の実行によってもたら
される他の処理手段において実行され得ることが留意される。この場合、および以下にお
いては、処理手段という用語は、上の機能を行うように適切に適合された任意の回路およ
び／またはデバイスを含む。具体的には、上の用語は、汎用または専用のプログラマブル
マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒ：ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理アレ
ー（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ａｒｒａｙ：ＰＬＡ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレー（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ
：ＦＰＧＡ）、専用電子回路など、またはそれらの組合せを含む。
【００３１】
　したがって、別の態様によれば、コンピュータプログラムは、前記コンピュータプログ
ラムが医療分析器またはデータ処理システムにおいて実行されるとき、医療分析器または
他の処理システムに、本明細書に説明される方法のステップを行わせるように適合された
プログラムコード手段を含む。たとえば、プログラムコード手段は、記憶媒体から、また
はコンピュータネットワークを介して別のコンピュータから、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などのメモリの中にロードされ得る。代替としては、説明さ
れた機能は、ソフトウェア代わりにまたはソフトウェアとの組合せでハードワイヤード回
路部によって実装され得る。
【００３２】
　上記および他の態様は、図面を参照して説明される諸実施形態から明らかになり、解明
されよう。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】医療分析器のシステムの例を示す概略ブロック図である。
【図２】医療分析器の実施形態を示す概略機能ブロック図である。
【図３】医療分析器を動作させる方法の例を示す流れ図である。
【図４】データ処理システムによって実装されるルールエンジンを示す概略ブロック図で
ある。
【図５】データ処理システムによって実装される別のルールエンジンを示す概略ブロック
図である。
【図６】医療分析器を動作させる方法の別の例を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　図１は、医療分析器のシステムの例の概略ブロック図を示している。全体的に１００と
指定されたシステムは、ホストシステム１０３、たとえば、適切なデータベースシステム
１０８の中に医療分析器のオペレータの使用履歴データを記憶し、維持するように適切に
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プログラミングされたサーバコンピュータまたは他の適切なデータ処理システムを含む。
ホストシステム１０３は、コンピュータネットワーク１０２、たとえば、ワイヤードもし
くワイヤレスのローカルエリアネットワーク（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ：
ＬＡＮ）、または広域ネットワークなどに接続される。接続は、ワイヤード、またはワイ
ヤレスとすることができる。システムは、それぞれがコンピュータネットワーク１０２に
接続されている、または接続することができるいくつかの医療分析器１０１をさらに含む
。医療分析器は、ワイヤード接続を介して、たとえば、ローカルエリアネットワークイン
ターフェース回路を介して、またはワイヤレス接続を介して、たとえば、ワイヤレスアク
セスポイントを介して、コンピュータネットワーク１０２に接続することができ得る。図
１の例においては、システムは、３つの医療分析器１０１を含む。しかしながら、本明細
書に説明されるシステムの実施形態は、適切な通信インターフェースを介してそれぞれが
コンピュータネットワークに接続することができる任意の数の医療分析器を含むことがで
きることは認識されよう。分析器はすべて、同じタイプであってよく、または分析器は、
種々のタイプであってもよい。ホストシステム、および任意選択で、データベースシステ
ムが、医療分析器のうちの１つの中に組込み可能であることはさらに認識されよう。代替
として、１つの、いくつかの、またはそれぞれの医療分析器は、ホストシステムの機能の
うちの一部またはすべてを行うように、および中央データベース１０８に通信可能なよう
に接続されるように、適切に構成され得る。すべての分析器がホストシステムの機能を含
む場合の実施形態においては、分析器を互いとまたは別個のホストシステムと相互接続す
るネットワークが省略され得ることは認識されよう。それぞれの医療分析器は、血液ガス
分析器、または体液、たとえば、全血、血清、血漿、胸膜、および尿などの検体を分析す
るための別の形態の分析器など、適切に構成された臨床計器とすることができる。
【００３５】
　図２は、医療分析器１０１、たとえば、図１のシステムの医療分析器の実施形態の概略
機能ブロック図を示している。医療分析器１０１は、医療分析器１０１とホストシステム
との間のデータ通信を可能にする適切な通信リンクを介して、ホストシステムに接続する
ことができる。この目的を達成するために、医療分析器は、通信リンクを介してデータ通
信を可能にする通信インターフェース２０７を含む。概して、適切な通信インターフェー
スの例は、ワイヤードもしくはワイヤレスのネットワークアダプタ、セルラ通信ネットワ
ークなどの電気通信ネットワークを介して通信を可能にする無線周波数通信インターフェ
ース、短距離ワイヤレス通信インターフェースを介して通信を可能にする無線周波数通信
インターフェース、シリアルもしくはパラレルインターフェースアダプタ、および／また
はＵＳＢポートなどを含む。
【００３６】
　医療分析器１０１は、通信インターフェース２０７に通信可能なように連結された、適
切にプログラミングされたＣＰＵもしくはマイクロプロセッサまたは他の適切な処理手段
などの処理ユニット２０４をさらに含む。医療分析器１０１は、処理ユニット２０４に通
信可能なように連結されてプログラムコードおよびデータを記憶するためのデータ記憶デ
バイス２０９、たとえば、ＲＡＭ、ＥＰＲＯＭ、ハードディスクなどをさらに含む。
【００３７】
　医療分析器１０１は、処理ユニット２０４に動作上、連結され、かつオペレータが医療
分析器と対話することを可能にする、ユーザインターフェース２０５をさらに含む。ユー
ザインターフェースは、オペレータが動作上の選択肢を選定すること、および／またはパ
ラメータを入力することなどを可能にする情報、選定可能なメニュー項目を表示するため
のタッチ画面などのディスプレイを含むことができる。ユーザインターフェースは、オペ
レータに測定結果を提示するように、オペレータ入力もしくは他のオペレータアクション
を要求するように、適切な選択肢を提示するように、および／またはオペレータに命令を
提示するように、動作することができ得る。ユーザインターフェースは、キーパッド、ボ
タン、および／またはユーザインターフェースデバイスをさらに含むことができる。加え
てまたは代替として、ユーザインターフェースは、オペレータがデバイスに検体を投入も



(13) JP 2016-537627 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

しくは挿入すること、または別の形でデバイスと検体を動作上、接続させること、および
／あるいは検体を処理すること、処理ステップ間で検体を移動させること、検体を取り除
くこと、保守タスクを行うことなどを可能にするデバイスを含むことができる。
【００３８】
　医療分析器１０１は、処理ユニット２０４に通信可能なように連結され、かつ検体を処
理すること、ならびに／または検査データ、生理学的パラメータの測定結果、医薬品の検
出されたタイプおよび／もしく用量を取得することなどを行うように動作することができ
る、検体処理／分析ユニット２０６をさらに含む。たとえば、検体処理／分析ユニット２
０６は、血液ガス分析器ユニット、心臓、凝固、感染症、および／もしくは妊娠のマーカ
ーを測定するための分析器ユニット、ならびに／またはＲａｄｉｏｍｅｔｅｒ　Ｍｅｄｉ
ｃａｌ　ＡｐＳによるＴＣＭモニタなどの経皮的モニタなどを含むことができる。多種多
様なパラメータについての検体処理／分析ユニットが、そのような、たとえばＲａｄｉｏ
ｍｅｔｅｒ　Ｍｅｄｉｃａｌ　ＡｐＳによるＡＢＬ９０　ＦＬＥＸ分析器またはＡＱＴ９
０　ＦＬＥＸ分析器などとして知られていることは認識されよう。
【００３９】
　一部の分析器が、上に説明された要素をすべて、単一の分析器の中に含むとは限らない
場合があることは認識されよう。たとえば、一部の医療分析器は、別個のデータ処理シス
テムに通信可能なように接続された分析ユニットしか含まない場合がある。ユーザインタ
ーフェースは、分析ユニットを含む分析器によって、および／または別個の処理ユニット
によって、および／またはハンドヘルドデバイスなど、さらなる別の別個のユニットによ
って提供され得る。本明細書の目的のためには、分析器という用語はまた、機能が２つ以
上の物理的モジュールにわたって分散されているそのような分析器を含むようにも意図さ
れている。
【００４０】
　次に、医療分析器のシステム、たとえば、図１に説明されたシステムを動作させる実施
形態がより詳細に説明されることになる。
　図３は、医療分析器のシステム、たとえば、図１のシステムの医療分析器、たとえば、
図２の分析器を動作させる方法の例の流れ図を示している。そのプロセスは、医療分析器
１０１と、データベースシステム１０８に動作上、連結されているホストシステム１０３
とを含むシステムによって行われる。
【００４１】
　最初のステップ３１０においては、オペレータは、たとえば、オペレータを認証するパ
スワード、バイオメトリックデータ、または他の手段によって任意選択で補完されるオペ
レータＩＤなど、適切なオペレータ認証情報を提供することによって、医療分析器にログ
オンする。オペレータ認証情報は、オペレータによって手動で入力されても、またはオペ
レータ認証情報を自動的に提供するバーコード、ＮＦＣ、バイオメトリック技法、もしく
は他の手段によって提供されてもよい。
【００４２】
　オペレータ登録の成功と同時に、医療分析器は、オペレータＩＤ、および分析器ＩＤ、
またはホストシステム１０３に、オペレータ技能情報を求める要求３１１を送る。要求は
、ホストシステム１０３がオペレータ、および分析器、またはオペレータがログオンした
医療分析器の少なくともタイプもしくはモデルを識別することを可能にする他の適切な情
報を含む。いくつかの実施形態においては、要求が、いずれの分析器ＩＤも含む必要がな
いことは認識されよう。これは、たとえば、ホストシステムの機能が医療分析器の中に含
まれている場合の実施形態、あるいはシステムの中に含まれているすべての医療分析器が
同じタイプである、または少なくとも同じ適合型ユーザインターフェース要素を有する場
合の実施形態における事例とすることができる。同様に、いくつかの実施形態においては
、たとえば、ユーザインターフェースの適合が、たとえば、分析器、病棟、分析器の場所
、一日のうちの時間、一週間のうちの時間などによってグループ化される、すべてのオペ
レータの使用履歴に基づいている場合の実施形態においては、オペレータＩＤが要求され
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ない場合もある。オペレータ技能情報、またはオペレータ選好は、異なる形で受取り可能
であることはさらに認識されよう。たとえば、分析器は、すべてのオペレータについての
更新済みの技能／選好情報を規則的に受け取り、記憶することができ、したがって、ログ
イン中に外部の実体に情報を要求し、外部の実体から情報を受け取る必要性が避けられる
。
【００４３】
　要求３１１の受取りと同時に、ステップ３１２においては、ホストシステム１０３は、
分析器ＩＤによって識別された医療分析器を動作させるときに、オペレータＩＤによって
識別されたオペレータの技能レベルまたは他の技能インジケータを決定する。この目的を
達成するために、ホストシステムは、データベース１０８から、オペレータＩＤおよび分
析器ＩＤと関連付けられた使用履歴データを取得する。決定は、ホスト分析器がデータベ
ース１０８からやはり取得することができる、またはホストシステムの中に予め構成され
得る所定のルールの組に基づくことができる。記憶された使用履歴データの、決定ルール
の、および技能インジケータを決定するためのプロセスの例は、図４～図５を参照して下
に述べられることになる。技能レベルまたはインジケータの決定は、結果的には、決定さ
れた技能レベルまたはインジケータと関連付けられるいくつかのユーザインターフェース
パラメータ、たとえば、各ユーザインターフェースアクションの相対的なタイミングを決
定するタイミングパラメータ、特定のユーザインターフェースアクションが行われる速度
を決定する速度パラメータ、および／またはオペレータに提示すべき提示アニメーション
もしくはビデオに対するポインタなどをもたらし得る。次いで、ホストシステム１０３は
、応答メッセージ３１３を医療分析器に返し、ここで、応答メッセージは、決定されたユ
ーザインターフェースパラメータを含む。代替の実施形態においては、ホストシステムは
、１つまたは複数の技能レベルもしくはインジケータを決定し、決定された技能レベルま
たはインジケータを医療分析器に返すことができ、したがって、それにより、医療分析器
は、受け取った技能レベルまたはインジケータに基づいて合致するユーザインターフェー
スパラメータを決定することになることは認識されよう。技能レベルまたはオペレータ選
好の決定は、プロセス中の異なる時点において行われ得ることは認識されよう。たとえば
、いくつかの実施形態においては、タスク固有の技能レベルが決定され得る。その結果と
して、技能レベル、したがって、ユーザインターフェースの適合は、所与の動作上のタス
クを選定する、または別の形で起動するオペレータに応答して行われ得る。
【００４４】
　いずれにしても、後続のステップ３１４においては、医療分析器は、受け取ったユーザ
インターフェースパラメータまたは技能レベル／インジケータに基づいて医療分析器のユ
ーザインターフェースを適合させる。後続のステップ３１５においては、医療分析器は、
適合させたユーザインターフェースを実装する通常の動作を開始する。動作は、オペレー
タの制御の下、検体を処理および／もしくは分析するための１つまたは複数の処理ステッ
プならびに／あるいは分析ステップを含むことができる。
【００４５】
　医療分析器の動作中、医療分析器１０１は、エラーコード、数回繰り返される動作の指
示、成功率、成功した動作の数などの１つまたは複数のパフォーマンスパラメータを収集
する（ステップ３１６）。オペレータは、１つまたはいくつかの動作上のタスクを行うこ
とができ、すなわち、ステップ３１５およびステップ３１６が、数回繰り返されてから、
オペレータは分析器からログオフすることができる（ステップ３１７）。ログオフは、オ
ペレータによるアクティブなアクションによって、もしくは自動的に、たとえば、所定の
タイムアウト期間後に、または任意の他の適切な機構によって行われ得る。
【００４６】
　ログオフと同時に、医療分析器１０１は、ホストシステム１０３に、収集されたパフォ
ーマンスデータ、および任意選択で、測定結果などの追加のログデータなどを含むログメ
ッセージ３１８を送る。
【００４７】
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　医療分析器は、ログオフルーチンとの関係においてではなく、たとえば、ステップ３１
６の一部として、それぞれの動作上のタスク後、パフォーマンスデータを送ることができ
ることは認識されよう。したがって、そのような実施形態においては、いずれのログオフ
ステップの必要性もない場合がある。代替としてまたは加えて、医療分析器は、他の間隔
で、たとえば、医療分析器が各オペレータおよび／またはオペレータセッションのパフォ
ーマンスデータを含む毎日のパフォーマンスレポートを送る場合には毎日、パフォーマン
スデータを送ることができる。
【００４８】
　いずれにしても、パフォーマンスデータの受取りと同時に、ホストシステム１０３は、
使用履歴を更新するために、受け取ったパフォーマンスデータをデータベースの中に記憶
する（ステップ３１９）
　使用履歴は、多様なやり方でデータベース１０８の中に記憶され得ることは理解されよ
う。たとえば、データベース１０８は、その中に、たとえば、下の表１の中に示される使
用イベントの表を記憶させることができる。
【００４９】
【表１】

【００５０】
　表の中のそれぞれのレコードは、固有の分析器における固有のオペレータによって行わ
れる動作を表す。したがって、それぞれのレコードは、オペレータを識別するオペレータ
ＩＤ、分析器を識別する分析器ＩＤ、動作の開始時刻、および完了時刻を識別する時刻ス
タンプ、どの固有のタスクが分析器によって行われたかを識別するタスクＩＤ、ならびに
／あるいは以下：エラーコード、結果コード、結果値、および／または個々のサブタスク
の計算を可能にする時刻スタンプなど、のうちの１つまたは複数など、動作上のタスクの
１つまたは複数の結果を示すさらなるデータを含むことができる。
【００５１】
　上の使用履歴データに基づいて、ホストシステムは、たとえば、所与のタイプまたはモ
デルの分析器を動作させるときに、個々のオペレータ、またはオペレータグループの技能
レベルを示す使用履歴統計をコンピュータ計算することができる。これらの使用統計は、
たとえば、所与のオペレータによって行われるときの所与のタスクまたはサブタスクの平
均持続時間、特定のエラーコードの発生頻度、ターゲット値から特定の品質パラメータの
偏差、および／または他のパフォーマンス尺度を含むことができる。ホストシステムは、
規則的な間隔で、たとえば、一日に一度、または特定のイベントによってトリガされると
き、たとえば、使用データの新規組が受取りされる度に、または、要求と同時に、たとえ
ば、分析器に技能レベルを提供することを求める要求の受取りと同時に、これらのコンピ
ュータ計算を行うことができる。したがって、使用統計は、予めコンピュータ計算され、
データベースの中に記憶されていても、または要求と同時にコンピュータ計算されてもよ
い。
【００５２】
　図４は、データ処理システムによって、たとえば、図１のホストシステム１０３によっ
て実装されるルールエンジンの概略ブロック図を示している。ルールエンジンプロセス４
２０は、医療分析器から、ユーザインターフェースパラメータを提供することを求める要
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求３１１を受け取り、ここで、要求は、オペレータ（またはオペレータグループ）および
医療分析器を識別する。要求に応答して、ルールエンジンは、（たとえば、データベース
１０８の適切な表の中のルックアップを用いて）分析器タイプまたは分析器のモデルを決
定し、データベース１０８の中に記憶された使用履歴ログ４２１の関連レコードを取り出
す。使用履歴ログ４２１は、たとえば、上の表１の中に示された表として記憶され得、ル
ールエンジン４２０は、識別されたオペレータに関する、および識別された分析器と同じ
タイプの分析器に関するすべてのレコードを取得することができる。ルールエンジン４２
０は、識別された分析器タイプに関するルールの組４２２をさらに取得する。ルールの組
４２２は、たとえば、各表として、それぞれの分析器タイプについて１つ、記憶され得る
。それぞれの分析器タイプは、特定のユーザインターフェース機能を適合させることを可
能にすることができ、ユーザインターフェース機能を適合させる可能なやり方は、値の組
をそれぞれが有するユーザインターフェースパラメータの組によって表され得る。たとえ
ば、第１のユーザインターフェースパラメータは、ユーザインターフェースアクションの
シーケンスを行うための調整可能な速度を示すことができ、別のユーザインターフェース
パラメータは、そのようなシーケンスの中に含むべきステップの数を決定することができ
、さらなる別のユーザインターフェースパラメータは、特定のタスクを示すビデオまたは
アニメーションに対するポインタとすることができる、などである。下の表２は、所与の
分析器タイプについてユーザインターフェースパラメータを決定するためのルールをリス
ト化した表の例を示している。
【００５３】
【表２】

【００５４】
　表の中のそれぞれの入力は、条件、ユーザインターフェースパラメータ、および値を指
定する。したがって、それぞれの入力は、形態
　　ＩＦ（条件）ＴＨＥＮ（ＵＩ＿Ｐａｒｍ＝Ｖａｌｕｅ）
のルールを表す。
【００５５】
　したがって、それぞれの入力は、所与のユーザインターフェースパラメータがどの条件
の下で特定の値に設定されることになるのかを指定する。
　次いで、使用履歴レコードに基づいて、ルールエンジンは、ルール表の中のすべての入
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力を処理し、それぞれの入力について、条件が真であるかどうかを決定し、これがそうで
ある場合、所与ユーザインターフェースパラメータを表の中の識別された対応する値に設
定することができる。ルールエンジンがすべてのルールの処理を完了したとき、ルールエ
ンジンは、医療分析器に、決定されたユーザインターフェースパラメータ値を含む応答３
１３を送る。
【００５６】
　したがって、上の実施形態においては、使用履歴データに基づく条件のうちの１つのそ
れぞれの評価の結果は、オペレータ技能インジケータを表す（たとえば、「直近１０動作
中、エラーコード１２３の発生数は、５未満２以上である」は、所与のオペレータについ
ての技能インジケータを表す）。したがって、ルール表は、オペレータ技能インジケータ
とユーザインターフェースの固有の適合との間のマッピングを与える。
【００５７】
　条件は、本明細書に説明される使用統計パラメータを使用することができる。概して、
オペレータの技能レベルを決定するのに適切な使用統計パラメータの例は、以下を含む：
評価は、個々であり、いくつかの基準、たとえば：
　－　オペレータが、計器を使用した直近からの時間
　－　オペレータが、オペレータの直近１０サンプルの測定を完了した成功率
　－　オペレータの実行したサンプル総数などのオペレータ経験
　－　オペレータがトレーニングを完了した直近からの時間
　－　他の評価基準が含められ得ることになる
などに基づいている。
【００５８】
　オペレータ技能インジケータを決定するため、および／またはユーザインターフェース
適合に技能インジケータをマッピングするための多様なデータ分析技法を使用することが
できる、より複雑なルールエンジンが設計され得ることは認識されよう。
【００５９】
　ユーザインターフェースの適合に使用される条件、ルール、および基準が、
　－　分析器の配置／位置決めに依存させられ得ること、
　－　種々のオペレータグループについて修正され得ること（たとえば、困難な／よりエ
ラーを生みやすいサンプリングを行う専門的なオペレータには、トレーニングまたはユー
ザインターフェースの変更が提示される前に、より高いエラー率が許容され得る）
はさらに認識されよう。
【００６０】
　図５は、データ処理システムによって実装されるルールエンジン５２０の別の例の概略
ブロック図を示している。図５のルールエンジン５２０は、図４のルールエンジン４２０
に類似しているが、データベース１０８の中にすべて記憶されている、使用履歴４２１と
２組のルール５２３および５２４とに基づく２ステッププロセスとしてユーザインターフ
ェースパラメータの決定を行う。ルールエンジン５２０は、ユーザインターフェースパラ
メータを求める要求３１１に応答してユーザインターフェースパラメータを決定し、応答
メッセージ３１３の中で、および別の適切なインターフェースを介して、要求されたパラ
メータを提供する。第１のステップ中、ルールエンジン５２０は、使用履歴データ４２１
および第１の組のルール５２３を使用して、技能レベルの組５２５を決定する。技能レベ
ルの組は、いくつかの、またはある範囲の可能な値、たとえば、１から１０の間の値を有
することができる単一の技能レベルから成ることができ、ここで、１０は、熟練オペレー
タを表し、１は、初心者または非常に未経験のオペレータを表す。他の実施形態において
は、技能レベルの組は、複数のレベル、たとえば、医療分析器を用いて特定のタスク、た
とえば種々のタイプの測定、種々のタイプの検体、種々の保守タスクなどを行う際のオペ
レータの技能を表す個々のレベルなど、医療分析器の動作の各側面についての個々のレベ
ルを含むことができる。第１の組のルール５２３は、表２の中に示された構造に類似した
構造を有することができるが、ユーザインターフェースパラメータの代わりに技能レベル
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を設定することを目的とする。
【００６１】
　したがって、第２の組のルール５２４は、技能レベルの組をユーザインターフェースパ
ラメータの組にマッピングするためのルールを含むことができる。それに応じて、第２の
ステップにおいては、ルールは、第１のステップの結果および第２の組のルール５２４の
ルールを使用して、ユーザインターフェースパラメータの組５２６を決定し、結果として
生じるユーザインターフェースパラメータを上に説明された医療分析器に転送する。図５
の例に示すように、ユーザインターフェースパラメータの決定を分割することにより、第
２のステップがホストシステムの代わりに医療分析器によって実装され得る実装形態が可
能になる。そのような実施形態においては、第２の組のルール５２４は、医療分析器の中
にローカルに記憶され得、ホストシステムのルールエンジンは、医療分析器に、ユーザイ
ンターフェースパラメータ値ではなく技能レベルを転送することになる。
【００６２】
　図６は、医療分析器を動作させるためのプロセスのさらなる別の例の流れ図を示してい
る。図６の例においては、医療分析器は、血液ガス分析器であり、しかしながら、プロセ
スのこのおよび他の実施形態は、他のタイプの臨床計器など、他のタイプの医療分析器に
おいて行われ得ることは認識されよう。
【００６３】
　最初のステップＳ６０１においては、オペレータは、計器にログオンする。後続のステ
ップＳ６０２においては、プロセスは、オペレータ履歴を自動的に評価する。
　評価は、固有のオペレータについて個々であり、いくつかの基準、たとえば：
　－　オペレータが、計器を使用した直近からの時間
　－　オペレータが、オペレータの直近１０サンプルの測定を完了した成功率
　－　計器においてオペレータの実行したサンプル総数などのオペレータの経験
　－　直近のトレーニングからの期間（たとえば、トレーニングが完了して直近９０日が
経過した場合、フラグが立てられ得る）
などに基づいている。
【００６４】
　代替のまたは追加の評価基準が含められ得ることになるのは認識されよう。
　中央データ管理システムなどのホストシステムと組み合わせられると、評価は、データ
管理システム、たとえば、同じ病院内の任意の計器に接続された固有のタイプの任意の計
器におけるオペレータのアクションにまで拡張され得る。
【００６５】
　評価のためのデータは、分析器において、および／または中央で継続的に収集される。
オペレータ評価データベースは、計器において、および／または中央で保持される。
　評価に基づいて、プロセスは、オペレータが手短なトレーニングビデオを見るように提
案されるべきであるかどうかを決定する（ステップＳ６０３）。オペレータが教育用ビデ
オを提案されるべきであるという決定をプロセスが行う場合（ステップＳ６０４）、ビデ
オの完了が義務付けられ得る。プロセスはまた、教育用ビデオのトピックを、たとえば、
上の評価に基づいて決定することができる。たとえば、オペレータが、毛細管サンプルに
伴って問題を繰り返していた場合、この事柄に的を絞ったビデオが表示され得る。トレー
ニングビデオは、たとえば、オペレータがいかに分析前のエラーを避けることができるか
、およびオペレータがサンプルをいかに適正に安全に吸引することができるかについて的
を絞ることができる。
【００６６】
　分析器におけるトレーニングを紹介するメッセージは：
　　「ようこそ、Ｎｕｒｓｅ　Ｊａｃｋｉｅ。
　　あなたがこの計器を使用して直近１７日が経過しています。
　　この計器の動作の仕方に関する手短な（３０秒）の紹介をご覧になりますか？」
と個人向けのものにされることが可能になる。
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【００６７】
　たとえば、トレーニングビデオは、毛細管サンプルをいかに適正に混合し、吸引すべき
であるか、およびいかにサンプルを登録し、結果を収集すべきであるかを実演することが
できる。このビデオは、オペレータの使用履歴の評価に基づいて提案され、オペレータが
分析器においていかに毛細管サンプルを動かすべきであるかに関する手短なトレーニング
ビデオを見ることを選ぶとき、表示されることになる。テキストおよび音響が、重要な細
部を詳述し強調するために、ビデオに追加され得る。
【００６８】
　オペレータが計器を使用する必要があるときにトレーニングを提案することによって、
オペレータは、トレーニングに従うように動機付けられる可能性がより高くなる。オペレ
ータは、トレーニングが計器の使用と密接に関係して行われたとき、これの恩恵にあずか
る可能性もまた高くなる。
【００６９】
　トレーニングビデオの完了後、プロセスは、ステップＳ６０５において、同じオペレー
タによる後続のログオンに応答して今後の評価のためのデータを収集しながら、通常の動
作を継続して行う。
【００７０】
　ログオンと同時にオペレータの選択的な、使用履歴に依存するトレーニングの利点のう
ちのいくつかは：
　－　オペレータは、必要なときにトレーニングされる。
　－　オペレータは、最も重要な主題においてトレーニングされる。
　－　オペレータは、最も動機付けられるときにトレーニングされる。
　－　分析前エラーの数は、オペレータがより効果的にトレーニングされると、有意に抑
えられる。
　－　吸引エラーの数は、オペレータがより効果的にトレーニングされると、有意に抑え
られる。
　－　サンプルエラー率の低減により、結果的には、再サンプリング率の低減およびサン
プリングにおける時間節約がもたらされることになる。繰返しサンプリング率の低減は、
血液量が乏しい患者からサンプリングするときは、特に重要である。
　－　経験のあるオペレータによるより効率的な動作
を含む。
【００７１】
　使用履歴データ、オペレータ技能レベルに対するそれらの関係性、および結果として生
じるユーザインターフェース適合の以下の追加の例においては、固有の分析器におけるそ
のようなトレーニングは、簡潔に要約されることになる：
　１）プロセスは、以前のオペレータセッション中、サンプルの品質が、有効な結果を得
るのに十分でなかったことを検出している：
　－　以前のサンプルの中に、凝固が疑われたことを分析器が繰返し検出した場合、凝固
を防ぐやり方に関するトレーニングビデオが、次のログオン中に提示され得る。
　－　サンプルの中に、泡が存在していたことを分析器が繰返し検出した場合、泡を防ぐ
やり方に関するトレーニングビデオが、次のログオン中に提示され得る。
　－　以前のセッション中に、不十分なサンプル量が提供されたことを分析器が繰返し検
出した場合、測定を行うやり方に関するトレーニングビデオが、次のログオン中に存在し
得る。
【００７２】
　２）プロセスは、以前のオペレータセッション中、吸引プロセスにおけるエラーに起因
して、吸引が頻繁に中断されたことを検出している：
　－　以前のセッションにおいて、サンプルが何も検出されなかったことを分析器が繰返
し検出した場合、サンプルを吸引するやり方に関するトレーニングビデオが、次のログオ
ン中に提示され得る。
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　－　以前のセッション中に、サンプルインレットが開放されたままであったことを分析
器が繰返し検出した場合、サンプルを吸引するやり方に関するトレーニングビデオが、次
のログオン中に提示され得る。
　－　以前のセッション中に、サンプルインレットがあまりにも早く閉鎖されたことを分
析器が繰返し検出した場合、サンプルを吸引するやり方に関するトレーニングビデオが、
次のログオン中に提示され得る。
【００７３】
　血液ガス分析器の実施形態によって検出することができる他の技能インジケータは、次
を含む：
　１）以前のオペレータセッション中に、たとえば、測定方法中の様々なパラメータの選
定において繰り返される変更／修正／訂正を検出することによって、または特定のプロセ
スステップに従うことに対する繰り返される失敗、たとえば：
　－　サンプラタイプ（シリンジ／毛細管）を選択する際の障害
　－　測定モードを選択する際の障害
　－　分析器のミキサを使用してサンプルを混合することに対する失敗
　－　事前登録を行うことに対する失敗
などを検出することによって、分析器は、オペレータが正確な測定プロセスを選択する、
および／または正確な測定プロセスに従う問題を抱えていることを検出することができる
。
【００７４】
　２）オペレータの不安感は、オペレータが測定手順の中の特定のステップを行うのにか
かる時間：
　－　オペレータが動作モードを選択するのに使用する時間
　－　オペレータがサンプルを提示するのに使用する時間
　－　オペレータが測定を行うのに使用する時間
　－　吸引が完了するとき、オペレータがサンプラを取り除くのに使用する時間
　－　オペレータが分析器／固有の機能を使用した直近からの時間
に基づいて評価され得る。
【００７５】
　本明細書に説明されるオペレータインターフェースの選択的な、使用履歴に依存した、
オペレータに固有の適合がいかに使用可能であるかの固有の例が、以下に簡潔に示される
ことになる：
　例１：
　システムは、特定のオペレータが、以前の毛細管サンプルの中の凝固の頻度が高いこと
を検出している。オペレータが分析器にログオンするとき、毛細管サンプルの中の凝固を
防ぐためのいくつかのヒントを実演する案内書が表示される。案内は、下のステップを含
むことができるが、これらに限定されない：
　毛細管サンプルを測定するときの凝固問題を最小限にする指針：
１．　サンプルは、予めヘパリン化された毛細管を使用することによって適正にヘパリン
化されることを確実にすること
２．　サンプルは、サンプリング後にサンプルを混合することによって適正にヘパリン化
されることを確実にすること
３．　サンプルを吸引するとき、凝固キャッチャを使用すること
　案内は、１つまたは複数のアニメーションおよび／もしくはビデオが凝固リスクを抑え
る振舞いを実演していても、またはしていなくても、１つまたは複数の画面の形態であり
得る。ビデオは、必要と決定される場合のオペレータにのみ表示されることになり、した
がって、技能のあるオペレータを遅らせることはない。
【００７６】
　案内は、所望の振舞いのパフォーマンスの確認を求める１つまたは複数の要求を含むこ
とができる。
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　一旦、案内が首尾よく完了すると、通常の測定ワークフローは、平常通りに開始される
。
【００７７】
　例２：
　システムは、特定のオペレータがソリューションパック交換の不十分な履歴を有するこ
とを検出している。不十分な履歴は：インストールの失敗、ソリューションパックのアク
ティブ化不良、交換手順に使用される時間が長いこと、または所定の期間（たとえば、所
定の数か月）内の交換が少ないこととなり得る。
【００７８】
　ソリューションパックの交換には、通常は、５ステップが必要である。これらの５ステ
ップは、追加の５サブステップを含む。検出された以前のパフォーマンスが不十分なオペ
レータがソリューションパックを交換するためのプロセスを開始するとき、ワークフロー
は、個々のステップとして１０ステップすべてを含むように適合されていることになる。
個々のステップごとに、確認が要求される。追加のステップは、経験のあるオペレータに
よる交換に必要な時間を長引かせることになる。しかし、データ分析により決定されてい
るので、現在のオペレータは経験がなく、追加の案内を必要とする。追加のステップおよ
び追加の時間は、交換が成功することを確実にするのに使用される。
【００７９】
　いくつかの実施形態が詳細に説明され、示されてきたが、本発明は、それらに限定され
ず、また、添付の特許請求に規定される主題の範囲内の他のやり方でも具現化され得る。
　たとえば、オペレータ技能レベルの決定は、オペレータを、サービス技術員、スーパー
オペレータ、および／またはオペレータなどのオペレータグループにグループ分けするこ
とによって補完され得る。これらのオペレータグループは、アクセス権、および技能レベ
ルに基づいた適合に加えてユーザインターフェース適合を決定することができる。いくつ
かの実施形態においては、本明細書に説明される技能レベルの決定は、オペレータをオペ
レータグループのうちの選定されたものに自動的に割り当てるのに使用され得、その場合
、オペレータグループは、各技能レベルを反映している。
【００８０】
　本明細書に説明される方法、製品手段、システム、および分析器は、いくつかの別個の
要素を含むハードウェアを用いて、および／または適切にプログラミングされたマイクロ
プロセッサを部分的にもしくは完全に用いて実装可能である。いくつかの手段を列挙する
分析器請求項においては、これらの手段のうちのいくつかは、たとえば、適切にプログラ
ミングされたマイクロプロセッサ、あるいは１つまたは複数のデジタル信号プロセッサな
ど、ハードウェアのうちの１つおよび同じ項目によって具現化され得る。特定の方策が、
互いに異なる従属請求項の中に挙げられ、異なる実施形態の中に説明されているというこ
とだけで、これらの方策の組合せが利益をもたらすのに使用され得ないことを示している
のではない。
【００８１】
　本明細書において使用されるとき、用語「含む／含んだ（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ／ｃｏｍ
ｐｒｉｓｉｎｇ）」は、明示される機能、整数値、ステップ、または構成要素の存在を指
定するように解釈されるが、１つまたは複数の他の機能、整数値、ステップ、構成要素、
もしくはそれらのグループの存在あるいは追加を除外しないことを強調すべきである。
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【要約の続き】
１つまたは複数の要素を、前記第１の医療分析器が１人または複数人のオペレータのうちの１人によって動作すると
きに、自動的に適合させるステップとを含む。
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